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体重約250 g 雄性 Sprague-Dawley ラット 34匹を用い， 5 群に分けて実験を行った。 10匹を術前対照
群とし，残り 24匹を更に 2 群に分け， 14匹に小腸大量切除 (SBS 群)， 10匹に単開腹 (Sham ope 群)を
行った。 SBS 群はエーテル麻酔下に開腹し， Treitz 靭帯から回盲弁の口側10cmまで小腸の約85%を切除
し，端々吻合を行った。術後は両群とも更に 2 群に等分し，亜鉛を含む市販の経揚栄養剤 Elemental
Diet (ED) 投与群 (ED ・ Zn( 十)群)，亜鉛を含まない ED 投与群 (ED ・ Zn(-) 群)とした。 SBS 群お
よび Sham ope 群では， ED は胃痩より漸次濃度を増加させ， 7 日目より最終濃度で230kcal/kg/day 
持続注入した。術後14 日目に脱血屠殺し十二指腸，残存回腸を採取した。投与した各ED の実測亜鉛
濃度は， ED ・ Zn(+): 6μg/ml， ED ・ Zn(-) :0.1μg/ml であった。検討項目として各ラットの血衆
亜鉛，血清総タンパク，体重変化を，また残存腸管粘膜の代償能の指標として，湿重量，タンパク量， D
一 294-
NA量，二糖類分解酵素比活性 (Maltase ， Sucrase) , Diamine oxydase (DAO) 活性， Crypt depth , 
Villus height を測定した。
(成績)
1.血祭亜鉛値，血清総タンパク:血紫亜鉛値は， SBS 群， Sham ope 群とも ED ・ Zn( -)群で，術前
対照群および ED ・ Zn(+)群に比べ有意の低値を示していた。血清総タンパクは， SBS 群で ED ・ Zn
(-)群， ED ・ Zn( +)群とも対照群に比して有意の低値を示したが， Sham ope 群では ED ・ Zn(-) 
群で，対照、群および ED ・ Zn(+)群に比べ有意の低値を示していた。
2. Villus height , Crypt depth : SBS 群では，十二指腸で Villus height は ED ・ Zn( 十)群では対照
群に比べ有意の高値を示したが， ED ・ Zn(-)群との聞には有意差はみられなかった。 Crypt depth 
は ED ・ Zn( 十)群， ED ・ Zn(-)群とも有意の変化を示さなかった。また残存回腸では Villus heigｭ
ht , Crypt depthは ED ・ Zn( +)群， ED ・ Zn(-)群両群とも有意の変化を示さなかった。 Shamope 
群では，十二指腸，残存回腸とも Villus height , Crypt depth は ED ・ Zn( -)群で，対照群および
ED ・ Zn(十)群に比べ有意の低値を示した。
3. 粘膜 DNA 量: SBS 群では十二指腸粘膜 DNA 量は ED ・ Zn(+)群で，対照群および ED ・ Zn(-) 
群に比べ有意の高値を示した。 Sham ope 群では十二指腸粘膜 DNA 量は ED ・ Zn(-)群に比べ有意
の低値を示した。残存回腸粘膜 DNA 量はすべての群で有意の変化を示さなかった。
4. 粘膜タンパク量: SBS 群では十二指腸，残存回腸粘膜タンパク量は ED ・ Zn( +)群， ED ・ Zn(-) 
群とも対照群に比べて有意の高値を示し，十二指腸では ED ・ Zn(+)群と ED ・ Zn( -)群の 2 群聞
に有意差がみられた。 Sham ope 群では ED ・ Zn( +)群， ED ・ Zn(-)群ともに有意の変化を示さな
かっ fこO
5. 粘膜二糖類分解酵素比活性: SBS 群では Sucrase 活性， Maltase 活性とも十二指腸粘膜では， ED. 
Zn( +)群， ED ・ Zn( -)群とも対照群に比べて有意の高値を示したが， ED ・ Zn(+)群と ED ・ Zn(-)
群の 2 群聞には有意差はみられなかった。残存回腸粘膜では ED ・ Zn(+)群では対照群に比べて有
意の高値を示し， Sucrase 活性では ED ・ Zn( -)群に比べて有意に高値を示した。 Sham ope 群では，
両酵素比活性とも十二指腸・残存回腸粘膜で ED ・ Zn(-)群は対照群および ED ・ Zn( +)群に比べ
有意の低値を示した。
6. 粘膜 DAO 活性: SBS 群では残存回腸粘膜 DAO 活性は ED ・ Zn( +)群， ED ・ Zn(-)群とも対照
群に比べ有意の低値を示した。十二指腸粘膜 DAO 活性はすべての群で有意の変化を示さなかった。
(総括〉
SBS 群では，十二指腸粘膜の湿重量，タンパク量， DNA 量，および残存回腸粘膜の Sucrase 活性にお








と考えられているがその詳細は明らかではなし 1。本研究では腸管大量切除モデル (S-D ラット)を
用いて，亜鉛の有無による 2 種類の経腸栄養剤を投与し，亜鉛の欠如により残存腸管とりわけ十二指腸
粘膜の機能的形態的代償過程が障害される事を示した。この事は消化管生理の研究に新たな進歩をもた
らし，臨床上問題となる腸管大量切除例の治療上，有益な情報をもたらすもので学位授与に値すると考
えられるO
戸。
